
地公法の一部「改正」に伴い、来年４月から人事評価と給与、人事管理を一体化する新たな「人事評

価制度」が導入されます。今年１０月以降はモデル校として真龍小と音別中で試行が行われています。

道教委は試行結果を12月中にまとめ、年内の正式提示に向け準備中です。その後、職員団体と交渉を１

月にもつ予定となっています。

新しい制度案では、自己目標シートの職員評価制度、ボーナスに関わる評価、査定昇給制度の三つを

一本化し、「能力」と「業績」の二つで「評価」、結果を任用・給与・分限などの人事管理の基礎として

活用することを検討しています。勤勉手当については16年度12月から、昇給・任用・分限については18

年度からの活用を見込んでいます。

これまでの制度では「D」「E」の評価は処分を受けたなど限定的でしたが、今後は校長の評価によっ

て「人事評価の結果が連続して最下位の場合は分限処分の契機として活用することを検討」などと、重

大な問題をはらんでいます。

そもそも、これまで「評価」「査定」の制度を「学校職員の資質能力の向上」「教職員の士気向上･職

場の活性化」などを目標に行ってきて、その結果をどう検証し、新制度に生かそうとしているのか、示

されていません。

11月28日の連続教育講座で、間宮先生は、「学校が経営体となり、教育が商品化され、教育の仕事が

サービス労働化」「『専門/合議』組織から『管理/経営』組織へと移行」など、教職員が健康に働きづら

い状況に置かれていることを指摘しました。今回の新制度は、「成果主義」によって競争･分断を煽り、

「『管理/経営』組織への移行」をさらに強化させようとするものです。

そもそも、教育は、教職員集団として共同して子どもの成長を図るものです。個人の「能力」「業績」

として評価することなど出来ません。

「個人の責任」に押し付けない共同の学校づくりについては、教職員、

管理職、教育委員会とも合意を作ることはできるはずです。「共同」の土

台が、この制度によって崩されることがあってはなりません。

真龍小がモデル校となった厚岸支部では、教育委員会との懇談で、新

評価制度について意見交換しました。道教組では現場アンケートに緊急

に取り組み、１月の交渉に臨みます。このアンケートには執行部が対応

します。道教組の交渉結果を受け、全釧路教組としての取り組みの方針

を検討します。みなさんも声を寄せてください。



来年１月１日から改定されるへき地

級地の一覧表です。

釧路管内では、級地が上がる学校、

下がる学校、それぞれ８校ずつとなっ

ています。全道では、上がるところ１

８９カ所、下がるところ５０カ所と、

上がる学校が多くなっています。

弟子屈の２校が１級になることにつ

いて、実態に合っているのか疑問もあ

りますが、浜中では４校が２級に上が

り、実態に近づいたとも言えます。

台風による強風で倒れてしまっ

ていた事務所の看板が、新しいも

のに立て直されました。

新しい看板は、鉄骨の枠組みで、

よほどの強風でない限り倒れるこ

とはありません。

今回の看板工事は、全教の火災

共済によるものです。看板が敷地

内にあったために、対象となりま

した。これを機に、みなさんも全

教共済への加入を進めましょう！

12月28日(月)矢臼別平和餅つき望年会前夜祭

29日(火)矢臼別平和餅つき望年会

１月１日(金)元旦平和募金行動 12:00～13:00 米町公園前

３日(日)アベ政治を許さないスタンディング 13:00～ 釧路駅前

21日(木)合同旗開き 18:00～ 交流プラザさいわい

２月６日(土)╙㧞࿁ㅪ⛯ᢎ⢒⻠ᐳKPᮡ⨥ 10:00～15:00 標茶町開発センター

午前は道徳教育について、午後は学力問題についての学習です。

20日(土)ో㊖〝ᢎ⚵╙��࿁ቯᦼᄢળ 9:00～13:00 星が浦教育会館


